
9-② あなたは自分で思っているよりも賢いのだ
＜あなたは自分で思っているよりも賢いのだ＞

誤った自己感覚を露わにして破砕するのに、あなたはどこまで深く掘り下げるか？どこまでであれ、その深さで、あなたは純粋なるものを知るであろう。しっかりとした岩盤の上に家を建てる目的で、その上にある砂まじりの土を掘っているのだ。

たしかに、こんなに長いこと、こんなに一所懸命に作業したにしては報いのなんと少ないことか、これではあんまりだとあなたが感じるスランプの時期はたしかにいくつかはあろう。以前の低次元へ戻りたいという願望があって、更にあなたの失望はたまらないものになっていく。だがあなたは引き返せないことを知っている。沈みかかる船から海へびこんだがまだ陸地が見えない遭難者、そんなふうにあなたは罠にかかったような気になる。

だがちょっと待って。そのままでよいのだ。構わないのだ。あなたはそこまでよくやったといえるのだ。あなたには理解できなくとも、理解しているなにかがすでにあるのだ。

ことのところに、混乱した心をはっきりとさせる秘教の極意がある。混乱とともに生きるのだ、混乱に逆らわず、混乱がそれみずからを破壊するまで、混乱と同居するのだ。

あなたは自分で考えているよりは賢いばかりでなく、賢いことを知っている。トラブルに陥った人人が、彼を救える宇宙的な事実そのものに対して激しく戦う訳は実はここのところだ。彼の洞察が、彼が言い争う根拠そのものなのだ。彼の誤った自己が、盗人が官にその盗品を取り戻されまいとがんばるように、その為りの地位を防御しようとするのだ。

あなたのスーパーマインドにあなたのことを考えさせよ。

スーパーマインドの洞察が得られるについては、ちょっと奇妙な特色がある。洞察が得られる以前に、すでに自分で理解しているとわれわれは確する。しかし真の洞察を得ると、何も知らなかったことを悟るのだ。この関係は、ティーンエージャーが、若気の至りで自分で持っていると思いこんでいた大きな叡智にたとえられる。

スーフィ教の諺に、「銅は金になるまでは、自分が銅であることは知らない」というのがある。言い換えれば、われわれは、目覚めはじめるまでは、眠っていたことを知らないのだ。

ここで人間性についてのあまり理解されていないひとつの特徴を申しあげたい。あなたの理解が、多くの謎を解き、新しい解決法を教えてくれる。

人間は、おれは一個の統一された個人であると考えている。だがそうではないのだ。彼の内部には何ダースもの異なった自己が棲んでおり、それぞれに矛盾対立している。Aという自己がいまおれを支配している、が次の瞬間、自己Bにとって代わられる。自己Bはまたすぐに自己Cに支配権を渡す。

ふつうわれわれはこれをムードの変化、態度の変化とよんでいるが、あるひとつの自己が他の多くの自己を一過的に支配するのだと考えると分りやすい。人はあるときは自分でうまいと思う発言をする、すぐ後で、その発言を悔む。二つの自己がここでは関係しているのだ。ある女性は、今日あるプロジェクトにひどく情熱を湧かしている。だが明日になるとけろりと薬ててしまう。これは違った日にそれぞれ違った、矛盾した自己が彼女を支配していたためである。

人間は、こうした矛盾したいくつかの自己を見ることができない、いや見ない。それで混乱し、右左に裂かれ、誤ちを犯してしまう。それはーダースもの水夫が、おれが船長だとかわるがわる言い張るようなものだ。一人が舵を握り、船は南進する。すると別のがでてきて船は北へ向かう。どれも、次のものに斥けられるまでの束の間、操舵しているだけだ。船はどこへも着きはしない。

しかし自己統一は可能である。この本のなかでいわれているすべては、自己統一をつうじて、自分が自分の船長となるよう、あなたに協力しているのである。まず自己分裂に気づくことから始める。

それをはっきりと自分のうちに見る。混乱に気づくことが、あなたの澄んだ指揮権を回復するのだ。
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